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１　は じ め に

　石川県では，昭和46年から大気汚染の常時監視を行っ
ており，昭和49年 2 月に環境監視制御システムを導入し
た。その後，数回の更新を経て1 ），2 ），平成20年にデータ
収集のスピード化やダウンサイジングを目的に，汎用機
のシステムからPCサーバのシステムへと更新した3 ）。
　今回，前システムのリース期間（ 7年）満了に伴い，
Webシステムの採用，デジタルテレメータ仕様への
対応，ホームページの強化や微小粒子状物質（以下，
PM2.5という。）に関する統計処理機能の強化等を図る
ため，新しいシステムへ更新することとした。ここで
は，その概要について報告する。

２　新システムの構成

　前システムでは，Windows のリモートデスクトップ
機能を利用し，端末からサーバ上の大気環境監視システ
ムを操作していたが，今回の更新では，Webブラウザ
を利用して大気環境監視システムを操作するWebシス
テムとした。これにより，システムの操作性が向上し，
監視業務の作業効率が上がった。

新しいシステムの基本的な構成を図 1に示した。
　2・1　サーバ（親局）

　サーバは４台構成とし，各サーバに個別の無停電電源
装置が接続，OSはWindows Server2012 R2とした。４
台のサーバはそれぞれ以下の機能を有している。
　データ収集サーバは，NTT VPNワイド及び県独自の
IMS（Ishikawa Multimedia Superhighway）回線を通じ，
各測定局（七尾市管轄の石崎局含む）からのデータ，北
陸電力七尾大田火力発電所からの煙源局データ及び金沢
市が管理している測定局からのデータを収集している。
さらに，過去データも含めて測定データの蓄積・管理を
行っており，システムの帳票作成や統計処理も担ってい
る。
　管理サーバは，収集サーバの予備として配置している。
　通信サーバは，機器が持つ時計を正しい時刻へ同期す
るためのNTP（Network Time Protocol）機能と，毎正
時，担当者への警報メール送信のための通信制御を行っ
ている。
　ターミナルサーバは，保守業者がネットワークを通じ
て，システムの保守管理を行うための，リモートメンテ
ナンス用として配備している。
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〔和文要旨〕

　石川県では，平成28年 1 月に大気環境監視システムの更新を行った。今回の更新では，Webシステ

ムの採用，デジタルテレメータ仕様への対応，ホームページの強化や微小粒子状物質に関する統計処

理機能の強化等を行った。その結果，デジタル出力対応測定機に関して，精度管理情報の把握や測定

値の信頼性向上を実現した。また，微小粒子状物質の統計処理に関する機能を強化することで，業務

の効率化に寄与すると共に，県民に分かりやすい情報を発信することが可能となった。
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　2・2　子　局

　子局装置はイーサーネットを搭載し，ルータ，モデム
を介して，ネットワークに接続できる機種（環境計測
（株）製DATAC 9 ）を採用した。また，安定した連続運
用を図るためFANレス，HDDレスの構造になっている。
　2・3　大気自動測定機

　近年，通信技術は光ケーブルネットワークの普及な
ど，技術の向上が進む一方，環境大気自動測定機（以下
「測定機」という。）の入出力信号は測定値（アナログ信
号）とアラーム情報（接点出力）のままであった。
　そこで国（環境省）は平27年 3 月に「環境大気自動測
定機のテレメータ取り合いの共通仕様」4 ） （以下「共通仕
様」という。）を改訂し，測定機とテレメータ装置間の
データ通信方法を，アナログ出力とデジタル出力の併記
とし，デジタルテレメータ仕様への対応（以下「デジタ
ル化」という。）を推進した。
　本県に平成27年度迄に配備済のデジタル出力対応測定
機（以下「デジタル機」という。）23台については，測
定機とテレメータ装置間の伝達方式を，アナログ出力か
らデジタル出力へと変更した。
　2・4　通信回線

　システム更新時に，NTTネットワーク回線の契約内
容を見直し，ISDN及びADSL回線から光回線へと移行
した。
　その結果，安定した通信を確保するとともに，通信費
用の削減を実現した。

３　新システムの特徴

　3・1　システムのデジタルテレメータ仕様への対応

　本県のシステムは，共通仕様改訂直後に更新したこと

で，全国に先駆けてデジタル化を図ることが出来た。
　当該システムは平成28年 1 月より運用を開始している
が，デジタル化により前システムより向上したメリット
と，これまでに遭遇したトラブルについて述べる。
　（1）メリット
　メリットとしては，以下の二つが挙げられる。
・精度管理情報（流量や温調等）の収集が可能になった。
これにより，現地確認する前に不具合の原因を推測し，
不測な事故に対して，迅速な対応が期待できる。特に珠
洲，輪島等の遠隔地に設置された測定機について有効で
ある。
・測定値の信頼性が向上した。アナログ出力における測
定データは，測定機内でデジタル処理されているにも関
わらず，測定値を０～１Ｖの電圧に変換してテレメータ
装置へ伝送しているため，電圧のわずかな揺らぎにより
記録計の測定値と誤差が生じていた。しかし，デジタル
出力においては，測定値は電圧に変換されることなく，
数値としてテレメータ装置へと伝送されるため，原理的
に誤差を生じない。従来は，職員が毎月以下の確認作業，
①　記録紙の測定値とシステムの測定値に相違がない

かのチェック
②　測定機に異常がないかチャートをチェック
を行っていたが，①の作業が不要となり，業務の削減が
可能となった。
　（2）トラブル
　デジタル化後に発生した代表的なトラブルは，以下の
三つが挙げられる。
・測定機の単位を変更した際，テレメータ側が変更を
認識せず，変更前の単位で測定値が公表される事案
（SPM0.017mg/m3のところが，17mg/m3と表示）が発
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図１　石川県大気環境監視システムの全体構成
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生した。新システムの単位データの自動判別がなされて
いなかったことが原因であった。
・システムが要求する時間内に測定機が応答せず，テレ
メータ装置がデータを取得できない現象（以下「無応」
という。）が，頻繁に発生している。これは，デジタル
機のみに見られる現象である（システム帳票では「無
応」，ホームページ上では「＊＊＊」と表示）。データ取
得時間のタイミング等を調整して対処したが，根本的な
現象の解決には至っていない。
・SPM及びPM2.5の１時間値が，実際の測定値と異なり
「0mg/m3，0μg/m3」と出力される現象が発生した。メー
カーの検証により，測定機を制御するプログラムのバグ
が原因であることが判明した。現在対象機器は，すべて
新しいプログラムに更新している。
　新システム稼働から10ヶ月が経過し，当初よりトラブ
ルの頻度は減少してきているが，今後もシステム帳票や

ホームページ上の測定値について，注視していく必要が
ある。
　3・2　ホームページ表示の機能強化

　本県は，インターネットを利用して平成16年度より観
測データ等を県ホームページ上に公表してきたが，その
様式は簡易的で，表形式による数値の羅列が主であった。
　今回の更新では，地図上での表示を刷新し，同時に測
定データのグラフ表示も可能とした。その結果，前シス
テムより分かりやすい情報を県民に提供することが可能
となった。（図 2）
　3・3　PM2.5基準超過への迅速な対応

　PM2.5は，前システム導入時点では，大気汚染防止法
に規定されていない項目であった。平成21年度に国が環
境基準を設定し，平成22年 3 月に「環境大気常時監視マ

図２  石川県の大気環境情報ホームページ
（http://ishikawa-taiki.jp/index.php）

図３　前システムと新システムとの　
　PM2.5ホームページの比較
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ニュアル（第 6版）」5 ）を改正した。PM2.5の監視測定体
制の整備促進が記載されたことを受け，本県では平成22
年度からPM2.5の観測体制を充実させ，現在16の測定局
が存在する。
　平成25年 2 月に「注意喚起のための暫定的な指針」6 ）

が制定された。平成26年 2 月，輪島局において注意喚起
情報の発表基準である80μg/m3を超過したため，県と
して初めて「PM2.5の注意喚起情報」の発表を行った。
　その際，前システムではデータ収集の機能しかなく，
PM2.5に関する統計処理等には対応していなかったた
め，県のホームページには測定値のみが公表されてい
た。そのため，日平均値などの必要な情報は，毎日職員
が表計算ソフトを用いて集計し，ホームページへアップ
ロードして対応していた。
　そこで，新しいシステムでは，PM2.5に関する統計処
理機能等を強化した。これにより，注意喚起情報の発表
について迅速な対応が可能となった。
　また，ホームページ上に注意喚起情報発表の判断基準
になる 5～ 7時， 5～12時の 1時間値の平均値をリアル
タイムで公表すること，及び月報や年報のページを新設
したことにより，県民が必要とする情報へ容易にアクセ
スできるようにした（図 3）。その他，機能強化した事
項の一覧を表１に示した。

４　今後への課題

・配備済みのデジタル機については，デジタル出力へと
変更を行ったが，いまだアナログ出力で運用している
測定機が多く，各測定局で混在しているため，速やか
なデジタル機への更新が必要である。
・「無応」現象について，原因を究明して解決するとと
もに，無応になった際に，自動でデータを再取得し補

填する機能が必要である。
・夜間や休日の緊急時対応に係る携帯サイトの他に，測
定値の経時変化や精度管理情報を確認できる機能を
持った「職員専用ホームページ」やリモート端末の導
入を検討する必要がある。

５　ま　と　め

　大気環境監視システムによる大気汚染常時監視を適切
に実施するため，システムの更新を行い，平成28年 1 月
より運用を開始した。
　今回の更新にあたっては，
　①　Webシステムの採用
　②　デジタルテレメータ仕様への対応
　③　ホームページの強化
　④　PM2.5に関する統計処理機能の強化
が主な変更点である。
　その結果，デジタル化に伴い発生した課題は残るもの
の，PM2.5等の測定値のデータ処理やホームページへの
反映に係る一連の業務について，効率化を図ることがで
きた。
　また，ホームページ上で地図やグラフによる表現を用
い情報量を充実させることで，県民に視覚的で分かりや
すい情報を提供することが可能になった。
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表１　PM2.5についての機能強化一覧

統計処理機能 ・日平均値,指定時間帯の１時間平均値，
98%値及び年平均値の処理
・帳票出力対応

表示機能 ・地図による表示
・過去１か月間のデータ表示（１時間値
及び日平均値）
・グラフ化（１時間値の 3日間分）
・PM2.5の月報及び年報
・PM2.5の日平均値,指定時間帯の１時間
値平均値,
各測定局における指定時間帯の１時
間値の平均値の中央値及び最大値


